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東北地方整備局

（TEC-FORCE 第４次道路災害調査）
国道342号被災箇所の復旧支援のため
橋梁技術の専門家を派遣しました

国土交通省では、６月１８日の岩手県からの支援
要請を受け、「平成２０年岩手・宮城内陸地震」によ

り被災した岩手県一関市域の国道３４２号（矢櫃ダ
や び つ

ム付近）の被災箇所の復旧支援のため、橋梁技術の

専門家を派遣しました。

１．第４次調査隊メンバー：
国土交通省

東北地方整備局 道路部 道路計画第二課長補佐
東北地方整備局 道路部 道路工事課 構造係長

２．調査内容：
岩手県一関市域の国道３４２号（矢櫃ダム付近）の

や び つ

被災箇所復旧のための仮設道路に設置される橋梁等に対す
る技術支援を実施します。

３．派遣日時：
本日（６月１９日）１５時～

〈発表記者会：宮城県政記者会、岩手県政記者クラブ、
東北電力記者会、東北専門記者会〉

問い合わせ先
東北地方整備局 TEL：022-225-2171（代）

住 所：仙台市青葉区二日町9-15
電 話：022-225-2171（代）

企画部 企画調整官 吉田敏晴 (内線:3112)
よ し だ と し は る

道路部 道路情報管理官 田澤次雄 (内線:4113)
た ざ わ つ ぐ お


